
国鰭科学習指導案

日時平成２２年１１月２４日（水）第６校時

対象第二学年Ｃ組４４名

授業者東京都立千早高等学校・教諭・酒井清香

場所三階二Ｃ教室

１単元（題材）名和歌から物語を作る

２単元（題材）の目標
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１①和歌の魅力や特質を理解しようとしている。（関心・意欲・態度）‐

|②和歌の煎後の物騒を創作し表現することにより､想侭力を伸ばし心情を豊かにする｡(瀧む龍力）ｉ
●０

１③和歌の解釈に必要な硲燕･文法･修辞等を理解する。(知職･理解）
:........_--..-..-......-----..------..----.------..-....-------..---..-..-----------....--..-------....--..--..-..----』

●

３単元の評価規準

単元の評価規
地

規姻

勘に即し

的な評価

ア関心・意欲・鰻匪

和歌に関心を持ち､積植的に人物

の心梢や情量を読み取ろうとし

ている。

◆行動の観察

①第二時発表

グループで協力しながら､和歌の

優れた点や､歌の銃まれた背量な

ど､他の生徒が理解できるよう工

夫して発表して

いる ⑨

②第四五時グループワーク

自らの考えを伝え､グループの他

の感じ方に触れ､物語をより良い

ものにしようと努めているも

◆記述の点検

③第六時自己評価表

他のグループ発表のどこが優れ

ていたかを具体的に肥し､自己の

発表を摂り返ることで､単元の学

習内容を自分なりに深めている。

イ醜む龍力

晒句を正確にとらえた上で、

自分なりの解釈を加え、その

魅力を表現している。

◆肥述の碗昭

①第一時ワークシート

和歌の解釈に必要な語句・文

法・修辞等を叫べ、ワークシ

－卜に記している。

②第三時ワークシート

グループで過んだ歌の魅力に

ついて自分なりに解釈し、前

後の物語を創作するi“Wとし

て、登場人物や椴成を考える

ことで、和歌の世界に親しん

でいる。

◆行動の観察

③第六時グループの発表

グループで灘えた和歌の魅力

を劇という発表形式を通し伝

えている。

ウ知繊・理解

基本的な語句および文
法･修辞等を理解してい
る口

◆記述の確認

①第一時ワークシート

和歌の解釈に必要な語

句･文法･修辞等を鯛ぺ、

ワークシートに記して

いる ③

４指導観

（１）単元(題材)観

古文の授業では、生徒に身に付けて欲しい砺棄や文法・古典常鯉が多くあり、指導者にとって、教えたいこと

ばかりであり、その中で曾砺活動を有機的に取り入れることは難しい。しかし新学習指導要領においても、生

徒の国踊力を高めるために充実した曾胴活励を展開することが求められており、授業者が教材研究し生徒に教



授する大きな幹とも言える従来の一斉指導に加え、生徒の活励に留意した、新たな工夫を加えた授業を行う必

要がある。

新学習指導要領には、国隔総合の（２）言箔活動例として、『ア文章を腕んで脚本にしたり、古典を現代の

物語に書き換えたりすること｡」が挙げられている。新学習指導要領解脱には、『脚本にするという言硲活動の

前提として､戯曲に触れている必要がある｡」とも記されているが､附屈高校の生徒たちは､一年で現代劇鑑賞・

二年で歌舜伎鑑賞を全員が行っていることと、辛夷祭（文化祭）の中心である三年演劇を観てひとかたならぬ

影響を受けている。劇を演じること作ることにおいては、他校の生徒に比べ圧倒的に商い愈賊を持っている。

以上の点をふまえ、和歌の前後の物語を作り発表するという言賠活動を通して、生徒が想像力を伸ばし、豊

かな感性や傭緒を育むことを目的として、本単元を設定した。歌が詠まれたその場所やその時だけでなく、そ

の前後の物語を想像することで、現代にも共通するものの見方や、古文特有の感じ方・考え方にも思いをめぐ

らせられるのではないか、また和歌を新たな物語として再栂築することは和歌の世界の本歌取りとも似た賊み

になるのではないかと考えこの単元を設けた。この単元における一連の言語活動が、新学習指導要領古典Ｂの

『古典を脱んで、人間、社会、自然などに対する思想や感怖を的碗にとらえ、ものの見方、感じ方、考え方を

豊かにすること」という柑導事項とも関連し、生徒の豊かな感性を育むことに資すると考えている。

（２）生徒観

附風高校の中でも授業に対する取り組みが素購らしいと評判が高く、何噸に対しても真箪な態度で臨むクラ

スである。加えて、生徒たち自身もクラスが良いという自負をも持っており、授業だけでなく行率などでも良

い結果を残している。

第二時の発表においても、各グループが個性を持った発表をし、授業者の想定を超える素晴らしい発表が多

かった。

しかし第三時に行った物砺の栂成を考える作業では、多くの生徒が難渋し、なかなか作業が進まなかった。

歌の解釈を大切にする真面目さからか想像力を働かせることが難しく、自由に物賂を創作することに苦手意蹴

を持つ生徒が多いことがわかった。

本単元で、和歌を的砿に理解することだけでなく、そこから発想を広げることも大切であることを感じさせ

たい。

(3)教材観

教材は、東京智輔『古典』（古文縄）に採録されている「王朝秀歌』とした。代表的歌人の歌が採録され、多

機な修辞を駆使した王朝時代の優れた歌の世界から、豊かな曾賂表現に触れることができる教材である。その

十五首を出席番号順に三人で闇ぺ発表する活動と、その後、五、六人のグループに分かれ、十五首の中から好

きな歌を選び、その物賠を創作するようにした。

なお、第一時は、学校図書館との連携および、ノートパソコンを使用し、隔句の意味や文法、歌の背最など

を鯛べた。

５年間指導叶画における位憧付け

年間指導は、脱話・歴史物語・日記・和歌・物晒を扱い、樺々なジャンルを用い、古文のものの見方。感じ

方・考え方に親しめるよう計画している．（授業中、扱うことができなかった随箪については夏休みの課題とし

た）和歌に関しては、－学期に『宇治拾遺物涌』－能は歌詠み－を扱い、和歌を詠ずることは、当時の人々に

とって砿要だったことを学習済みである。またこの後扱う『伊勢物語』では、本単元で和歌から物晒を作るこ

とにより、歌物語に対する関心が高まるよう期待している。また三学期に扱う『源氏物躯』も和歌が物脂に挿

入されていることから、物語の栂成や意味に和歌が重要な役割を果たしていることを学ぶ予定である。和歌に

●



●

親しむことで、我が国の伝統と文化を尊重する態度を身につけさせたい。

６単元の指導計画と評価計画（六時間扱い）

授粟同士のつながり

第一時で文献やインターネットを使用し、語句の意味や文法、歌の背景などを鯛べた。本単元の主たる目的

は、和歌から物硲を作ることだが、歌の意味を自由に解釈して創作を行うのではなく、砺句や文法、歌の詠ま

れた背景や当時の状況や場面を理解した上で行わなければ、古典の授業で扱う意味がないために、この活動を

取り入れた。またクラスの仲間の前で発表することから、いい加減な鯛べ学習ではなく、周辺知職等まで徹底

的に闇くることを期待してこの活動を取り入れた。また第三時で一人一人が物語の構成を考えることで、第四

時に積極的活動に参加することを狙いとし、また第四時で、お互いの榊成を知る事でより豊かな発想ができる

のではないかと考えている。第六時の発表では、グループで考えた物語を劇として発表することで、より和歌

の魅力を味わうことを期待している。

単元同士のつながり

前単元「日記に親しむ」では、「更級日記」を読み、短い文で日記を書くという学習活動を行った。これは、

古典の文法や砺蕊を的剛に理解するということに重点を皿きつつ、古典に親しむ態度を育てることも必要であ

ることに留意した活動である。そのため、本単元においても、和歌を逐語訳から意訳し、さらにその和歌の前

後の出来率を想像し、生徒が古典の世界に親しめるよう工夫した。また年間指導計画における位置付けに記し

たように、この後指導する『伊勢物語』および『源氏物硲』にも本単元で学んだことを生かす予定である。

第一時

●

第二時

第三時

第四時第五時

第六時【本時】

学習活動・学習内容

三人のグループに分かれ、教科書「王朝秀歌」

の語句の憩味・訳･修辞等を鯛ぺ、ワークシー

ﾄに配すｂ

前時に調べたことや訳を全体に発表する。

全体の発表から、五・六人グループで和歌を週

ぴ、前後の物雁の栂成を考える。

グループで構成を持ち寄り､意見を出しながら

和歌の魅力が伝わる物砺（脚本）を作成する。

①グループで発表する｡②発表を評価する｡③

自己解価し、学習を掘り返る。

学習活動に即した具体的な評価規準

ウー①

アー①

イー②

アー②

アー③イー③

７指導に当たって

①歌の硲紫・文法・修辞・背最などを澗ぺ発表することにより、和歌の内容を的弛にとらえる。

②和歌の前後の物語を作成することにより想像力を伸ばす。

８本時（全六時間中の第六時間目）

（１）本時のねらい

和歌の魅力を伝えるために、歌の詠まれた前後の物語を創作し発表し合うことにより、古文特有のあるいは

現代にも共通するものの見方。感じ方・考え方をとらえ、想像力を豊かにする。

（２）本時の展開



時間

導入

８分

展開

３２分

まとめ

１０分

学習活動

発我前の確麗をする。

発表時間（約２分）で
練習を行う。

グループの発表

･発表の自己評価およ

ぴ他のグループの呼価

をする。

･優秀賞を得たグルー

プのどこが優れていた

力､を考える。

指導上の留意点・配感事項

前時のグループワークの確淫をし、２
分間の感覚を掴むよう指示する。

◆【発表者】聞いている人に物語の魅力

を伝えるための発表であることを理解

させ、指導する。

◆【発表を聞く態度】発変者の意図は何

か、伝えたい歌の魅力とは何か、発表

の優れた点はどこか、等を考えながら

聞くよう指導する。

【ねらいを逮成するための具体的な指

導】物砺を作成する際、以下の点に留

意させた。

①グループで歌の魅力について話し合

い、共通の昭醗を得る。

②歌の魅力を表現するための活動であ

ることを愈磁させる。

③物硲を一文で言い表す。

④整場人物を考え、性格や状況の設定

をする。

⑤物晒の栂成を考える。

【配慮事項】

人前で発表することに苦手意餓を持つ

生徒については、演技以外の面（脚本

を書く．小道具を作成する）などの参

加でも良いことにし、グループの発表

の愈図を理解し、活動に参加すること

で岬価の対象とする。

・机間指導により、妃述不足の生徒を

指導する。

・机間指導で番号を築計し、代表的な

意見を抽出しておく。

・次時の予告をし、予習内容を確隠す

る｡

(3)授業参観の視点

単元の目標と本時のねらいとの一貫性はあったか。

学習活励が、本時ねらいを遼成するための活動となっていたか。

生徒の学習愈欲を高める学習活動の工夫があったか。

評価規単（評価方法）

イ行動の観察

[グループの発表］

グループで考えた和歌の

魅力を劇という発表形式

を通し伝えている。

ア記述の確鰐

[自己呼価表］

他のグループ発表のどこ

が優れていたかを具体的

に記し、自己の発表を擾

り返ることで、単元の学

習内容を自分なりに深め

ている。
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ろ

ろ
戚
立
の
『
御
室
五
十
首
』
。

⑦
藤
原
定
家
朝
臣
俊
成
の
子
。
『
計
古
今

⑬
寂
迩
法
師
俗
名
、
藤
際
謹
鐸
。
『
新
古

今
和
歌
染
』
の
撰
者
と
な
っ
た
が
、
完
戚

前
に
没
し
た
．
「
？
’
一
二
○
二
〕

ひ
ｃ
２

⑭
真
木
杉
・
棺
な
ど
の
常
撮
徴
。

享電忠
君・丘

1

四
五
？
〕

②
需
墾
エ
ち
木
の
芽
も
は
る
『
億
る
」
は
、
『
要

る
」
と
「
春
」
の
蹄
錬
雫
「
霞
立
ち
木
の

む
ょ
こ
§

芽
も
」
ば
、
「
罪
琶
の
序
詞
に
な
っ
て
い
ろ
。

③
百
百
の
欧
畦
鐸
二
年
『
一
二
つ
○
一
の

記
貫
之
『
古
今
和
歌
菜
』
の
舞
毒
で

『
準
鐸
日
記
』
の
作
者
。
〔
八
と
二
つ
．
－
九

百
首
の
歌
正
沿
二
年
二
二
○
○
〕
の

『
初
庇
百
首
』
。

◎
和
歌
の
左
の
括
頚
内
に
示
し
た
番
号
は
壱

『
新
網
飼
歌
大
蝿
』
の
歌
番
号
で
あ
る
豊

「
秘
ぞ
散
り
け
る
』
〔
七
○
・
２
〕
の
『
け

一
一

蕊認識

唯

門

ｗ

Ａ

Ｗ

い

い

咋

毘

Ｈ

ｆ

恥

押

■

‐

‐

肺

勾

Ｍ

ｒ

ｐ

ｐ

足

ｇ

Ｐ

・

・

解

ｂ

ｑ

ｐ

学

固

戸

Ｑ

Ｕ

ｇ

ｑ

ｄ

‐

ぽ

ず

ｎ

も

．

４

㎡

．

Ｉ

．

】

マ

コ

、

『

例
標
刷
町
Ｕ
］
易
届
司
’
価
当
「
５
剛
凧
幽
慎
別
到
馴
瞬
間

萱蕊








